
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 野崎 師靖 

先週末、島根県へ行ってきました。全国中学校バスケットボール大会の用務でした。選手が必死にボールを

追いかけ、指導する先生と一体となって試合をつくり、保護者も夢中になって応援する姿。全国大会の立派な

アリーナいっぱいに響き渡る歓声と、ため息が交錯するあの雰囲気。心躍る瞬間が続いた三日間でした。 

大会が開催された島根県は、「神話のふるさと」と呼ばれる地でもあります。『古事記』や『日本書紀』には、

出雲を中心とする島根県の各地を舞台とした多くの神話が記されています。国生みや国譲り、ヤマタノオロチ

など、私たちが一度は耳にしたことのある物語も、この地に伝えられてきました。悠久の時を超えて語り継が

れる物語に、出雲という土地の歴史の深さを感じます。そして、出雲は「縁結びの地」としても知られていま

す。出雲大社の御祭神である大国主大神（オオクニヌシノオオカミ）が「縁結びの神様」として広く信仰され

ていることから、人と人との縁を結ぶ土地として親しまれてきました。 

今回、私がこの地で改めて心に留めたのが、「国譲り」の物語です。 

「国譲り」は、大国主大神が天照大御神（アマテラスオオミカミ）の使者との話し合いを経て、国を譲るこ

とを決めたという神話です。神話にはさまざまな解釈がありますが、私はこの物語を、互いの立場を認め、対

話を重ね、その先の未来へとつないでいく物語として受け止めています。 

考えてみれば、これは学校教育にも通じる大切な姿勢ではないでしょうか。 

本校の重点教育目標は、「夢や目標に向かって 自ら学び 伝え合い 高め合う 生徒の育成」です。 

「伝え合う」とは、自分の思いや考えを伝えるとともに、相手の考えにも耳を傾けることです。自分とは異

なる考えに触れることで、自分の考えを見つめ直し、さらに深めていくことができます。また、「高め合う」

とは、それぞれの違いを認め、その違いから学び、互いのよさを生かしながら、一人ではたどり着けなかった

考えや答えに、ともに近づいていくことです。 

人は、一人だけでは気付けないことがあります。誰かと出会い、言葉を交わし、自分とは違う考えに触れる。

その中で、自分の考えが広がり、自分自身も成長していきます。だからこそ、出雲の「縁」という言葉を、私

は学校生活にも重ねて考えたいと思いました。 

今、同じ学校で学び、同じ教室で過ごしている仲間との出会いも、一つの大切な「縁」です。人と人との間

には、考え方や感じ方の違いがあります。しかし、その違いに向き合い、互いの思いや考えを伝え合うことで、

新たな気付きが生まれます。だからこそ、「縁」を大切にすることは、互いに学び、高め合うことにつながる

のだと思います。夏休みが終わり、再び仲間と過ごす学校生活が始まりました。 

自分の思いを伝える。相手の思いに耳を傾ける。違いを認め、そこから学ぶ。そして、互いに高め合う。 

出雲の地に受け継がれてきた「国譲り」の物語と「縁」という言葉に思いを馳せながら、私たち教職員も、

仲間とのつながりを大切にし、生徒同士が互いに学び、高め合うことのできる学校づくりを進めていきたいと

思います。夏休み明けからの日々が、生徒一人一人にとって、新たな出会いや学びを得ながら、自分自身をさ

らに高めていく時間となることを願っています。 

保護者、地域の皆様におかれましては、引き続き本校の教育活動に御理解と御協力をお願いいたします。 



中体連全道大会、Nコンの結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

なかよしさわやか DAY 全市交流会 
 ７月２３日(木)、いじめの

ない明るい学校環境づくりを

目指して「なかよしさわやか

DAY」全市交流会が開催され、

本校生徒会の代表生徒が参加

しました。各校で、いじめをな

くすために取り組んでいる活

動や、生徒同士が安心して過

ごせる学校づくりについて意見を交流しました。今後も、互

いを認め合い、誰もが安心して過ごせる学校づくりを進め

ていきたいと思います。 

 

夏休み学習会 
 ７月２７・２８日には、学

力の向上や学習習慣の定着

を目的として夏休み学習会

を行いました。生徒一人一人

が自分の興味や学習状況に

合わせて、受講したい授業を選択する形で行いましたが、苦

手な分野の克服や、さらに力を伸ばしたい内容に意欲的に

取り組む姿が見られました。 

 

部活動見学会 
 ７月２９・３０日に、小学６年生を対象とした部活動見

学・体験を行いました。当日は、小学生が各部活動の様子を

見学したり、実際に中学生と一緒に活

動したりしながら、部活動について理

解を深めました。今回の体験を通し

て、中学校での生活や部活動をより身

近に感じてもらえたことと思います。 

 この夏、全道大会やコンクールで、生徒たちがこれまで

積み重ねてきた努力の成果を発揮しました。 

 北海道中学校陸上競技大会では、自己記録の更新や上

位入賞を目指して競技に参加しました。全道という大き

な舞台で、これまでの練習を信じて最後まで諦めずに挑

戦する姿勢は、大変立派でした。 

 NHK 全国学校音楽コンクールに向けて取り組んだ合唱

部は、最高のハーモニーを目指し、日々練習を重ねてきま

した。互いの声を聴き、呼吸を合わせながら、一つの合唱

をつくり上げていく中で、表現力だけでなく、仲間と協力

することの大切さも学んだことと思います。 

 結果だけではなく、目標に向かって努力を続け、仲間と

支え合いながら挑戦した経験こそが、生徒たちにとって

大きな財産になったことと思います。 

◇陸上 

 北海道中学校陸上競技大会 

  〇〇〇〇 100ｍ(11.37秒) 準決勝敗退 

       200ｍ(棄権) 予選敗退 

       4×100ｍ(42.99 秒) 準優勝 

  〇〇〇〇 100ｍ(13.15秒) 準決勝敗退 

       200ｍ(棄権) 予選敗退 

       4×100ｍ(49.52 秒) 準優勝 

◇合唱部 

  NHK 全国学校音楽コンクール道央地区大会 奨励賞 

しままつ鳴子祭り
 8 月２日(日)、しままつ鳴 

子祭りに合唱部の有志 1３名が 

参加しました。今年も地域の皆さ 

んと恵庭の郷土芸能「すずらん踊 

り」をともに踊り、祭りを盛り上 

げてくれました。 

　　　の行事予定　※予定は変更になる場合があります。

1 火 高校体験授業（3年生） SC来校 6 ○ ○ ×

2 水 生徒会役員選挙告示 6 ○ × ○

3 木 6 ○ ○ ×

4 金 防災訓練 6 ○ ○ ○

5 土 北海道卓球選手権全道大会①

6 日 北海道卓球選手権全道大会②

7 月 教育実習生離任式 研究会 5 ○ × ○

8 火 ３時間授業(給食なし) 研究会 3 × × ×

9 水 ２年宿泊学習① 5 ○ × ○

10 木
3年学力テスト(総合A)
２年宿泊学習②

SC来校 5 ○ × ○

11 金 ２年回復休業日 6 ○ ○ ○

12 土

13 日

14 月 文化祭特別日課開始(～30日) 6 ○ ○ ○

15 火 PTA役員会 ALT来校 6 ○ ○ ×

16 水 会議日 6 ○ × ○

17 木
得点通知表配付(3年)
英検IBA、文化祭臨時委員会

6 ○ ○ ×

18 金 CS委員会 6 ○ ○ ○

19 土

20 日

21 月 敬老の日

22 火 国民の休日

23 水 秋分の日

24 木
フリー参観日
生体英暗学年発表会

6 ○ ○ ×

25 金 立候補受付締切 6 ○ ○ ○

26 土

27 日

28 月 選挙管理委員会 6 ○ △ ○

29 火 6年生の中学校訪問 SC来校 6 ○ △ ×

30 水 5 ○ △ ○
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毎月８日・２４日は恵北中ＣＳ活動「地域挨拶運動」

の日です。

下校完了時刻は1８時００分です。


